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 2026年7月23日 

エコマーク商品類型No.142「インクカートリッジVersion2.4」 

認定基準の部分的な改定について 
公益財団法人日本環境協会 

エコマーク事務局 

１．改定の経緯 

有効期限の約 2 年となったエコマーク商品類型を対象に、2025 年 10 月に見直しに関す

る意見募集が行われ、No.142「インクカートリッジ Version2」および No.132「トナーカート

リッジ Version2」の認定基準に対して 3 件の意見が寄せられた。 

これを受けて同年 12 月 19 日の企画戦略委員会での審議を踏まえ、意見のあった箇所につ

いては、2026 年 3 月 27 日に関係者を集めた意見交換会を開催し、検討を行った。その結果

を踏まえ、基準審議委員会で審議を経て、部分的な改定を行う。 

 

 

2．改定箇所（追加：下線部、削除：見え消し）＜改定箇所のみ抜粋＞ 

No.142「インクカートリッジ Version2.4」 分類 B.再生インクカートリッジ 

4-2.品質に関する基準と証明方法 

(18)再生インクカートリッジの印刷処理能力は、同型の新品のモデルと同等以上であること。 

具体的には、ISO/IEC24711(測定方法)および ISO/IEC24712(測定画像)を元に、

寿命枚数(yield 値)を測定し、印刷処理能力比が全ての試験サンプルにおいて 90%を

下回らないこと。ただし、対応する本体機器が写真専用プリンタ (L 判 )の場合は、

ISO/IEC29102(測定方法)および ISO/IEC29103(測定画像)を元に実施すること。 

【証明方法】 

印刷処理能力比の試験結果を記入表 8 に記載し提出すること。ただし、対応する本体機

器が写真専用プリンタ(L 判)の場合は、試験に使用した写真用紙の種類を付属証明書に

明記すること。なお、試験は同機種のプリンタで行うこと。 

 

＜付帯事項＞ 

寿命枚数が 1,000 枚以上のインクカートリッジにあっては、申込者が、再生インクカートリ

ッジの印刷処理能力が新品と同等以上（90%以上）であることを客観的なデータにより

実証している場合には、エコマーク審査委員会が認める場合に限り、当該実証書類の提出

をもって印刷能力比試験結果の証明に代えることができる。 

 

 

3．改定日：2026年8月1日 

以上 


